
駅社員の自殺問題についての新聞投稿
労務管理に問題あり！

５月15日付『中日新聞』の投稿欄に、駅社員の自殺問題についての意見

が掲載されました。

自殺に追い込んだのは、出勤遅延でもない事象に対し会社がプライベー

トのことまで介入し、本人を追い詰めたのが原因で、絶対あってはならな

いことだと主張してます。そして、福知山線事故の背後要因である「日勤

教育」と共通するもので、労務管理突出の疎外体質だったのかと問題提起

しています。ＪＲ東海労もこの意見に賛同します。

ＪＲ東海労は、この自殺問題を経営協議会、団体交渉などの場で、会社

の姿勢を糾弾し、会社にパワハラや行きすぎた労務管理の是正を求めてき

ました。しかし、会社は全く反省の色を示しませんでした。ところで、職

場においてあったこの自

殺問題を取り上げた『中

日新聞』記事がページご

と無くなっていたことを

記載した本紙№1829に対

し、会社が「コピーする

ため一時持ち出した。言

論統制ではない」と抗議

してきました。「会社が

新聞の記事を抜いた」な

どとは一言も書いてあり

ません。よほど後ろめた

さがあるのでしょうか？

会社はこの投稿記事を

真摯に受け止め、猛省す

べきです。
５月15日『中日新聞』

ＪＲ東海労ニュース
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９条堅持！
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